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、遠藤
耕減
努多多嶺雄

申
Y
論
告
の一
化
と
い
う
ア
ク
チ

そ
れ
か
ら
十年
余の
経
過
の
な
か
な
ど
を
めぐ
る
中
y
の
角逐、

初鮮戦
科
学
研
究
僚
に
よ
る
大
型
の
共同
研
究

ユ
ア
ルな
状
況
の
な
か
で、
私
が
で、
私
の
研
究よ
の
関
心
は、
中
国
内
争
と
中
国、
高
樹
事
件
と
中
y
関係、

「
国
際
環
境
の
議
礎
的
研
究」
は、
援

『
現代
中
国
論
i｜
イ
デオ
ロ
ギ
ー
政と
国
際
関
係
の
現
状
分
析
と
と
も

ス
タl
p
ン
そし
てフ
ル
γ
チ立
フと

初
のユ
ニ
ー
ク
な試
みで
ある）
、
そ

と政
治の
内
的
差千
｜』
（青木

に、
「ス
タJ
D
ン批
判」
（一
九五

毛沢
民
の
関
係
な
ど
が
対象
に
な
る
れ
だけ
に苦
労
も

L若
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欝
店）
を世
に
問
う
た
のは
よ
九
六
六年）
を契
機に
中
Y論
争
が
発生
す

）
）
）
）
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齢
務
機
勝

四
年
の
秋だっ
たo
こ
の
智
恵、

る
以
前
の
申
ソ
関係
へ
と
泌
（さ
か
の

中
ソ
対
立
の
歴
史
的
構
造

機

ぶ

行制

幸
い
に
し
て
今
で
も
堕
蓋
ね
て
い
ぽ〉
っ
ていっ
た。
い
わ
ば
以
後ア
y

d
端
端
緩
繍明

る
が、
まだ二
十
代
半
ば
の
頃
の
研
アの
冷
戦
構
造
町
形
成
過
程
に
も
関
連
が、
こ
の時期
の
研
究は、
国
際
的
に
多い。

謀
議獄事

突で
あ
り、
い
い
意
味
で
も蒋
い
恕
し
た
申
y
対
立
の
歴
史
的
栂
造
に
か
ん
も、
わ
が
国
で
も、
ま
だ
始
まっ
た
ば

援
近、
ア
メ
リJ
カ
の
対
日
占
領
期
の

肢
で
も
省
さ
が
そ
の
ま
ま
出
て
い

する
研
究で
ある。
そこ
で
は
当
然、
か
り
で
あ
り
（こ
の
点
で
昭和
四
十
八
資
料
が
解郁即さ
れ、
多
く
の話
題
を
呼

た。

ヤ
ルタ
体
制
と
中
園、
旧
満
州・
新
聞制
年
か
ら
わ
が
国
で
開
始
さ
れ
た
文
部
省
ん
で
い
る
よ
う
に、
一は
ぽ一
九
五
O
年

中嶋

中京で
は
西
側
の資
料
が
公
開
さ
れつ
つ

ある。
問
題は
中
国
や

Y謹訳、
し

か
し、
毛
沢
東
の
非
公
式
資
料（
『
毛
沢

東
思
想』
万
歳
な
ど）
や
プ
ルγ
チ

ョ
フ
回
想
録
など
の出
現
に
よっ
て、

そ
の
空
白
を
か
な
り
埋
め
る
こ
と
がで

芦
る。研

究
がす
す
むと、
中
Y両
国
の
あ

い
だ
に
中
y
角
逐
の
舞
台
とし
て
モ
ン

ゴ
ル、
新
穏、
旧
満
州
な
ど
の
広
大
な

中
間
地
得
が
存在
し
た
こ
と
が、
中
ジ

関
係
の
歴
史
的
ダ
イ
ナ
ミッ
ク
ス
の
淵

源で
あ
る
こ
と
に
気
がつ
く。
私
は
こ

の一
月、
中
y
対
立
下
の
ソ
述、
モ
ン

ゴ
ル、
中
国
を
縦貫
旅
行し
て

現場」

そ
の
実
感
そっ
か
むこ
とが
で
ぎ
た。

あ
と
は
八
分
ど
お
り
完成
し
てい
る
私

の
研
究
告
ま
と
める
こ
と
だ
が、
最
後

の二
分
が選k
と
し
て
巡
ま
な
い。
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